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湘
南
と
い
え
ば
海
が
目
に
浮
か
ぶ
が
、

海
岸
道
路
を
離
れ
れ
ば
、
す
ぐ
に
山
が
迫

っ
て
く
る
。
ア
ト
リ
エ
に
向
か
う
車
も
谷

を
上
が
り
、
崖
の
斜
面
が
間
近
な
一
軒
の

庭
先
に
は
い
り
込
む
。
芝
生
の
上
に
は
、

白
い
サ
ー
フ
・
ボ
ー
ド
が
転
が
っ
て
い
る
。

「
こ
こ
に
住
ん
で
二
十
年
以
上
に
な
り
ま

す
が
、
一
時
期
は
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
に

熱
中
し
て
い
ま
し
た
」。
釣
り
も
す
る
と

い
う
画
家
の
眼
差
し
は
、
緊
張
感
の
あ
る

堅
牢
な
作
風
の
よ
う
に
、
底
に
鋭
さ
を
潜

め
て
い
る
。
海
開
き
を
待
つ
季
節
の
な
か

で
、
時
は
、
ロ
ン
グ
・
ヘ
ア
ー
が
似
合
っ
て
い

た
七
〇
年
代
へ
と
還
っ
て
い
く
。

七
〇
年
代
の
は
じ
め
、
美
術
予
備
校
に

通
っ
て
い
た
青
年
は
、「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
一
九
七
〇
―
人
間
と
物
質
」
展
を
観
た

り
、
神
田
の
画
廊
な
ど
で
最
盛
期
に
あ
っ

た
「
も
の
派
」の
作
家
た
ち
の
発
表
の
現

場
に
ふ
れ
て
、
現
代
美
術
を
志
し
た
。
斎

藤
義
重
や
「
も
の
派
」の
新
人
た
ち
に
あ

こ
が
れ
て
、
多
摩
美
に
入
学
し
た
。
八
王

子
に
で
き
た
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
期
生
だ

っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
で
は
、

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
作
品
が
脚
光

9Painted History

画
家
た
ち
の
美
術
史

天
野
純
治

Painted History

透
層
す
る
平
面
の
間
合
い
と
呼
吸

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
ケ
ン
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

1977
「画面が、イリュージョンによ

って3次元の空間になるのは
嫌でした。もの派やミニマリ

ズムの影響から、シルクスク

リーンで物質感のある平面

をつくろうとしました」

EDGE 77-E-2 1977 BFK紙にシルクスクリーン　630×910cm

1978年、葉山の一色海岸にて。ウインドサーフィンをはじめて、熱
中していた。《EDGE》シリーズのシルクスクリーンで、国際青年美
術家展や版画コンクールで受賞し、版画協会賞を受けたが、版画
だけの作家になるつもりはなかった
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ら
れ
て
い
る
。

「
画
面
が
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
三

次
元
の
空
間
に
な
る
の
は
嫌
で
し
た
」。

「
版
画
よ
り
も
、『
も
の
派
』か
ら
受
け
た

影
響
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
型
押
し
に

よ
っ
て
紙
自
体
を
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
し
た

り
、
鉄
筆
で
つ
く
る
エ
ン
ボ
ス
も
、
平
面
を

物
質
化
す
る
た
め
に
は
じ
め
ま
し
た
」。

そ
の
後
は
、
ベ
タ
刷
り
に
よ
っ
て
絵
具
を

厚
く
重
ね
て
、
さ
ら
に
物
質
感
を
強
め
た

作
品
に
よ
っ
て
多
く
の
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

で
受
賞
す
る
が
、「
版
画
」に
限
定
し
た
作

家
に
な
る
意
識
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

《E
D

G
E

84-K
-2

》（
一
九
八
四
）は
、
ア

ク
リ
ル
絵
具
で
ペ
イ
ン
ト
し
た
パ
ネ
ル
に
、

鉛
筆
で
表
面
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
キ
ャ
ン
バ

ス
を
巻
い
た
小
パ
ネ
ル
を
は
め
込
ん
だ
作

品
。「
鉛
筆
で
、
硬
質
な
質
感
を
出
そ
う

と
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
ボ
ー
ド
を

鉛
筆
だ
け
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
作
品
も
た
く

さ
ん
制
作
し
ま
し
た
が
、
パ
ネ
ル
の
側
面

も
塗
っ
た
り
し
ま
し
た
。
僕
の
場
合
、
描

く
の
で
は
な
く
、『
つ
く
る
』と
い
う
意
識

が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

こ
の
こ
ろ
か
ら
版
画
と
並
行
し
て
、
絵

画
的
な
作
品
を
本
格
的
に
制
作
し
は
じ

「紙の感触のなかで、微妙にズレていく

規則性や塗り重ねに生まれる間合いに、

開かれる空間があるのです」

1984

上――FIELD OF WIND♯02010 2002 アルシュ
紙にアクリル、鉛 900×1250cm 撮影＝内田芳孝
下――FIELD OF WIND♯03305 2003 BFK紙にシ
ルクスクリーン

2002

「版画と並行して、絵画的な作品をつくるようになりました。

版による表現の特性を絵画にフィードバックしながら」

EDGE 84-K-2 1984 パネル、キャンバス、BFK紙に鉛筆、アクリル　63×91cm

を
浴
び
て
い
た
。
大
学
に
通
い
な
が
ら
版

画
工
房
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
シ
ル
ク

や
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法
を
身
に
付
け
て
い

っ
た
。

「
旗
や
標
的
な
ど
の
平
面
の
モ
チ
ー
フ
を

平
面
に
描
く
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、

初
期
の
ス
テ
ラ
や
ジ
ャ
ッ
ド
の
ミ
ニ
マ
ル
な

作
品
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
は
、マ
チ
エ
ー
ル
に
頼
ら
ず
に
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
快
に
写
し
取
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
し
た
」。

当
時
流
行
っ
て
い
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

の
作
品
は
、
写
真
製
版
で
写
真
や
印
刷
物

を
転
写
し
た
り
反
復
し
た
り
す
る
表
現

が
多
か
っ
た
が
、
天
野
が
め
ざ
し
た
の
は
、

よ
り
ミ
ニ
マ
ル
で
物
質
感
の
あ
る
平
面
作

品
だ
っ
た
。
三
年
か
ら
専
攻
し
た
版
画
コ

ー
ス
で
は
、
版
に
よ
る
絵
画
表
現
の
多
く

を
学
ん
だ
。

《E
D

G
E

77-E
-2

》（
一
九
七
七
）は
、
大

学
院
を
修
了
す
る
前
後
か
ら
現
代
美
術

や
版
画
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
次
々
と
応
募
し

て
、
受
賞
し
は
じ
め
た
こ
ろ
の
作
品
。
ケ

ン
ト
紙
で
つ
く
っ
た
型
を
型
押
し
し
て
エ

ン
ボ
ス（
凹
凸
）を
つ
け
た
紙
に
、
オ
ー
ル
オ

ー
ヴ
ァ
ー
に
三
原
色
に
よ
る
ド
ッ
ト
が
刷

め
た
。
キ
ャ
ン
バ
ス
や
パ
ネ
ル
を
支
持
体

と
す
る
カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
な
作
品
も
つ

く
ら
れ
た
が
、
九
〇
年
代
の
半
ば
以
降

は
、
ア
ル
シ
ュ
紙
に
モ
デ
リ
ン
グ
・
ペ
ー
ス

ト
で
地
塗
り
を
し
て
層
を
つ
く
っ
た
上

に
、
ア
ク
リ
ル
や
顔
料
を
ス
キ
ー
ジ
で
重

ね
て
い
く
、
紙
に
よ
る
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を

多
く
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
紙
に
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
は
な
い
身
近
な

感
触
が
あ
る
ん
で
す
。
僕
の
作
品
は
、
筆

で
描
く
表
現
に
は
な
い
版
に
よ
る
表
現
の

特
性
を
、
絵
画
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
何

層
も
地
塗
り
を
く
り
返
し
て
、
物
質
感
の

強
い
表
面
や
エ
ッ
ジ
を
つ
く
っ
た
り
す
る
の

も
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
重
ね
刷
り
に

似
て
い
ま
す
」。

九
五
年
か
ら
一
年
間
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
で
の
在
外
研
修
で
は
、
五
十
点
以
上

の
ペ
ー
パ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
制
作
し

た
。
現
地
で
偶
然
に「
ワ
ー
ク
ス
・
オ
ン
・

ペ
ー
パ
ー
」
と
い
う
紙
の
平
面
作
品
を
専

門
に
扱
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
出
会
っ
た
こ
と

も
、
紙
に
よ
る
表
現
の
幅
広
さ
と
醇ゆ
た

か
さ

を
あ
ら
た
め
て
知
っ
て
、
制
作
を
進
め
て

い
く
励
み
に
な
っ
た
。

《FIELD
O

F
W

IN
D

#02010

》（
二
〇
〇
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。
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あまの・じゅんじ 1949年鳥取県生ま
れ。75年、多摩美術大学美術学部絵
画科油画科卒業、77年同大学院美術
研究科修了。95-96年に文化庁芸術
家在外研修員としてアメリカに滞在、制
作。おもな個展に、77年田村画廊（東
京）、80年以降ギャラリー山口（東京）、
93年以降養清堂画廊（東京）で多数発
表、96、99年ワークス・オン・ペーパー
（フィラデルフィア［米］）など。またグルー
プ展・コンテストなどに、77年世界版画
コンペティション（優秀賞受賞、サンフ
ランシスコ近代美術館［米］）、国際青年
美術家展（日本文化フォーラム賞受賞、
東京都美術館・京都市美術館）、80年
世界版画コンペティション（最高賞受賞、
サンフランシスコ近代美術館［米］）、86
年「現代の白と黒」展（埼玉県立近代美
術館）、97年現代日本美術展（和歌山
県立近代美術館賞受賞、東京都美術
館、京都市美術館）、98年「現代美術
というジャンル」（佐倉市美術館［千葉］）、
現代日本美術展（東京都現代美術館賞
受賞、東京都美術館、京都市美術館）、
2000年「天野純治・岡本敦生―痕跡
― 」（ 米 子 市 美 術 館［ 鳥 取 ］）、
「Domani・明日」展（安田火災東郷青
児美術館［東京］）ほか。9月20日まで養
清堂画廊（東京）で個展開催中。

よ
り
温
か
く
柔
ら
か
で
ウ
ェ
ッ
ト
な
触
感

が
あ
る
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」。

「
〝
間
合
い
〞は
、
重
要
で
す
。
一
定
の
規

則
性
を
も
っ
た
間
隔
が
少
し
ず
つ
ズ
レ
た

り
、
塗
り
重
ね
に
ム
ラ
が
で
き
る
こ
と
で
、

呼
吸
す
る
空
間
が
生
ま
れ
て
く
る
。
い
わ

ゆ
る
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
と
は
ち
が
う
、
竜
安

寺
の
庭
の
よ
う
に
周
り
の
空
間
に
も
開

け
放
た
れ
な
が
ら
、
単
純
で
し
か
も
多
く

を
語
る
よ
う
な
…
…
」。

ア
ト
リ
エ
か
ら
近
く
の
浜
に
で
る
と
、

夏
を
待
つ
海
が
、
に
ぶ
い
光
の
ス
ク
リ
ー
ン

を
展ひ
ろ

げ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
間
を
お
い
て
、

ま
た
水
に
眼
を
や
る
と
、
波
が
で
て
き
た

の
か
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の
帆
が
、
鈍

色
の
海
面
に
漂
う
点
に
な
っ
て
散
っ
て
い

る
の
が
映
り
込
ん
で
き
た
。

（
二
〇
〇
三
年
七
月
十
六
日
、
神
奈
川
県
三
浦

郡
葉
山
町
の
作
家
ア
ト
リ
エ
に
て
取
材
）

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈

二
）は
、
ア
ル
シ
ュ
紙
に
モ
デ
リ
ン
グ
・
ペ
ー

ス
ト
と
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
つ
く
ら
れ
た
ペ

ー
パ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一

作
。
透
過
す
る
色
彩
が
息
づ
く
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
微
妙
な
変
化
を
も
っ
て
ミ
ニ
マ
ル
に

象
眼
さ
れ
た
鉛
片
の
ポ
イ
ン
ト
が
リ
ズ
ム

を
与
え
て
い
る
。「
鉛
に
は
、
ほ
か
の
金
属

上――湘南の高台の庭に、アトリエはある。アメリカのギャラリーから注文のあった作品を制作し、
送り出したばかり ＊
下――芝生の上には、ウインドサーフィンのボードが転がっていた ＊




